
 

 

 

 

 

 

 

 

 

あらすじ                                        

 東京都杉並区にある高井戸中学校では，アンネのバラと名付けられた 

バラが大切に育てられています。40年ほど前，国語の授業を通して 

「アンネのバラ」の話を知った生徒たちは，「平和のシンボルとして， 

自分たちの学校で育てたい。」という思いをもちました。そして，生 

徒たちの思いを知ったアンネの父親オットーさんが，バラの苗を送っ 

てくれたのです。３株のバラは 160株ほどに増えましたが，世話を 

し続けることは決して易しいことではありませんでした。平和の願い 

が込められたこの花は，国や時を超え，困難を乗り越えて咲いている 

と気づいた生徒たちは，アンネと同い年の自分たちが「いのちのバトン」をリレーし続けていこ

うとバラを育て続けています。 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

「アンネのバラ」 

  

 

２年生 No．２７ 

 

 

「アンネのバラ」を育て続けることが、 

どうして「平和への思いをつなぐ」ことに 

なるのだろう？ 

 卒業生の話を聞いた生徒が 

「アンネのバラ」を 

育て続けるのは、 

どんな気持ちからだろう？ 
 

 



＜みんなの感想＞ 
・みんながみんなを認め合うのが平和な世界を実現するために大切なことだと思う。1人の生徒か

らはじまったものが、日本にまで渡ってきて、広がっていくのはすごいと思う。「平和は僕らが

つくり出すもの」のところがすごく心に残りました。（Sさん） 

・昔にあった出来事を絶対に忘れてはいけない、今の私たちの思いと、昔の人々の思いを共鳴させ

て、つなげていって、私たちの先の世代の人にもつなげていくことが大切だと思う。（Wさん） 

・平和について考えることがあったり、同じ過ちをおこさないようにしたりすることは、この世界

にとって何よりも大切なことだと思う。そしてどんなことでも継続することは、難しいけど、す

ごく大切なことだと思う。（Mくん） 

・僕は、平和な世界を実現するには、たくさんの人が平和について考えて、受け継ぐことが大切だ

と分かった。そこで、一人ひとりが平和について考えることが実現のための第一歩だと思う。 

（Ⅰくん） 

・「アンネのバラ」を育て続けることによって、平和への思いを引き継いでいくって素敵なことだ

と思いました。今の日本は平和だけど、世界には苦しんでいる人がたくさんいるから、その人た

ちも心から笑える平和な世界になってほしいと思いました。（Oさん） 

・日本でこんな取り組みが昔からされていたことを知って驚いた。それが 40年以上も引き継がれ

て、今にいたるということは、ここにくるまでにたくさんの人が平和ついて考えたという素晴ら

しい結果になっていて、それがまたすごいなと思った。（Tさん） 

・国際理解はとても深く考えられることだと思います。今回でいえば、「アンネのバラ」の取り組

みが今も続けられていることは素晴らしいと思った。やっぱり自分の国だけじゃなくて、世界に

目を向けることで世界の国との関わりを増やすことができる。世界と交流するのは大切だと思い

ました。（Uくん） 

・しっかり考えられた。平和とは何か。バラに込めた思いなどいろいろ考えるところがあった。戦

争の恐ろしさなどを伝えるのは人だけではないのかもしれないと思った。（Ⅰさん） 

 

「アンネのバラ」を育て続けることが、 

どうして「平和への思いをつなぐ」ことになるのだろう？ 

・アンネのバラがずっとあることで、アンネの時代のことや、二度と起こしてはいけない過ちを伝

えることができるから。 

・アンネのバラが平和のシンボルだから。 

・「アンネのバラ」は、平和のシンボルだから、このバラを見た人が、この出来事を思い出して、

二度と同じことをしてはいけないと思えるから。 

・アンネの気持ちをつなぐことになるから。（アンネは平和を願っていたから） 

・平和のシンボルを守り続けて二度と戦争が起こってほしくないから。 

・当時の悲惨さを、このバラへ込めて、もうこんなことがないようにと伝えたいのだと思う。 

・アンネのバラが生きていくことで、平和な世界を育てていく。 

・アンネは辛い思いをたくさんしてきた。だから、もうそんな辛い思いをする人が出ないよう、「平

和」になろうという思いがあるから。 

・悲しい出来事からできたバラだから、もうそんなことをしてはいけないという思いで、平和のシ

ンボルとして、つけられたのかなと思った。  


